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昨
今
、中
国
で
コ
ー
ヒ
ー
市
場
が
急
成

長
し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
、中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費

市
場
の
規
模
は
1
0
0
0
億
元
を
突
破

し
、成
長
率
は
15
％
に
達
し
た
。す
で
に

飽
和
状
態
に
近
い
世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
市
場

で
は
、成
長
率
が
2
％
程
度
で
あ
る
の
に

対
し
、中
国
市
場
は
活
気
に
満
ち
、巨
大

な
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。

世
界
的
な
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
代

表
格
で
あ
る
米
系
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
は
、現
在
中
国
1
4
1
都
市
で

3
3
0
0
店
近
く
を
運
営
、中
国
コ
ー

ヒ
ー
市
場
を
牽
引
し
て
い
る
。

近
頃
、目
に
す
る
機
会
の
増
え
た

地
場
系「
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー（Luckin 

Coffee

・瑞
幸
咖
啡
）」は
、1
年
と
い
う

短
期
間
で
1
0
0
0
店
を
超
え
る
店

舗
を
オ
ー
プ
ン
。瞬
く
間
に
英
系
コ
ス
タ

コ
ー
ヒ
ー
や
香
港
系
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー（Pacific Coffee

・太
平
洋
珈
琲
）

と
いっ
た
老
舗
を
追
い
抜
き
、第
二
の
コ
ー

ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
つつ
あ
る
。

ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）の
ア
プ
リ
で
注
文
し
、商
品

を
消
費
者
に
配
達
す
る
ス
タ
イ
ル
を
採

用
。強
気
の
オ
フ
ラ
イ
ン
広
告
と
ス
マ
ホ

S
N
S
の
微
信（
ウ
ィ
ー
チ
ャッ
ト
）を
用

い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、中
国
コ
ー

ヒ
ー
市
場
に
お
け
る「
新
小
売（
ニュ
ー
リ

テ
ー
ル
）」（
※
ア
リ
バ
バ
が
提
唱
し
た
、

リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ
た
オ
ム
ニ

巻
頭
特
集

地
方
都
市
ま
で
広
が
る
中
国

コ
ー
ヒ
ー
市
場

ネ
ッ
ト
出
前
コ
ー
ヒ
ー
店
が
ス
タ
バ
の
脅
威
に

急成長する中国コーヒー市場
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チ
ャ
ネ
ル
概
念
）時
代
の
幕
を
切
っ
て
落

と
し
た
。ま
さ
に
今
、中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
業

界
は
激
し
い
競
争
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
消
費
は
一
人
年
5
杯

ま
だ
成
長
余
力
あ
る
巨
大
な
潜
在
力

人
民
日
報
系
サ
イ
ト
の
中
国
産

業
経
済
信
息
網
の
統
計
に
よ
る
と
、

2
0
1
7
年
の
中
国
コ
ー
ヒ
ー
業
界
の

市
場
規
模
は
1
6
2
9
億
元
に
達
し
た

も
よ
う
。18
年
に
は
2
0
0
0
億
元
を

超
え
、20
年
に
は
3
0
0
0
億
元
に
達

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、グ
ル
メ
生
活
関
連
ク
チ
コ
ミ
ア

プ
リ
の「
美
団
点
評
」研
究
院
が
公
表
し

た
飲
料
業
界
の
報
告
に
よ
る
と
、16
年
の

中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョッ
プ
の
数
は
10
万

店
を
突
破
し
て
い
る
と
い
う
。

現
在
、中
国
の
1
人
あ
た
り
の
年
間

コ
ー
ヒ
ー
消
費
量
は
5
杯
以
下
に
過
ぎ

な
い
。こ
れ
は
世
界
の
平
均
レ
ベ
ル
を
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、今
後
の
発
展
の
余

地
は
非
常
に
大
き
い
と
い
え
る
。

（
表
1 : 
日
米
中
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
輸
入
量
及

び
コ
ー
ヒ
ー
摂
取
量
比
較
）

ア
メ
リ
カ
、韓
国
、日
本
と
いっ
た
コ
ー

ヒ
ー
の
消
費
大
国
に
比
べ
、中
国
の
コ
ー

ヒ
ー
消
費
量
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。し
か

し
、最
近
5
年
間
の
平
均
成
長
率
は
26・

59
％
に
達
し
、ア
メ
リ
カ
の
2
％
、日
本
の

スターバックスは現在中国で3300店近くを運営

【表１】日米中のコーヒー豆輸入量及びコーヒー摂取量比較

国
コーヒー豆 
輸入量

※千袋（1袋＝60kg）

10年間の 
平均成長率％

2017年の 
総人口

コーヒー年平均
摂取量（杯）

中 国 2,087 15％ 13.9億 5

アメリカ 28,838 2％ 3.22億 400

日 本 8,026 1％ 1.28億 360

出典：品途智庫

巻頭特集

2016年、中国におけるコーヒーショップの数は10万店を突破

急成長する中国コーヒー市場
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1・7
％
、韓
国
の
4・2
％
を
大
き
く
上

回
って
い
る
。中
国
市
場
の
コ
ー
ヒ
ー
需
要

は
ま
だ
飽
和
に
は
程
遠
い
と
い
え
る
。

（
図
1 : 
最
近
5
年
間
の
日
米
中
韓
の
コ
ー

ヒ
ー
消
費
量
比
較
）
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【図1】最近5年間の日米中韓のコーヒー消費量比較
■ 中国26.59%　■ アメリカ 2.00%　■ 日本 1.70%　■ 韓国 4.20%

出典：品途智庫

中
国
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
産
地・雲
南

ネ
ス
レ
、ス
タ
バ
も
普
洱
で
調
達

雲
南
省
は
中
国
最
大
の
コ
ー
ヒ
ー
豆

栽
培
及
び
輸
出
基
地
だ
。雲
南
コ
ー
ヒ
ー

交
易
中
心
で
は
2
0
1
7
年
に
6
万
㌧

近
い
取
引
が
行
わ
れ
、取
引
額
は
15
億

元
超
に
上
っ
た
。

昆
明
税
関
の
統
計
に
よ
る
と
、17
年

1
〜
10
月
期
、雲
南
省
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
輸

出
量
は
4・45
万
㌧
、金
額
で
12・7
億

元
に
達
し
て
い
る
。こ
れ
は
全
国
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
輸
出
額
の
57・6
％
を
占
め
る
。雲南珈琲交易中心では2017年に6万トン近い取引が行われた

市
場
調
査
会
社「
智
研
諮
詢
」が
公

表
し
た「
2
0
1
7
〜
2
0
2
2
年
中

国
コ
ー
ヒ
ー
市
場
分
析・予
測
及
び
将
来

の
展
望
報
告
」に
よ
る
と
、雲
南
省
産
の

小
粒
コ
ー
ヒ
ー
は
世
界
で
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。な
か
で
も
そ
の
大
半
を
占
め
る

の
が
普
洱
（
プ
ー
ア
ル
）コ
ー
ヒ
ー
だ
。

現
在
、茶
葉
で
も
有
名
な
普
洱
に
あ

る
コ
ー
ヒ
ー
の
栽
培
面
積
は
78
・
9
万

ム
ー
、生
産
量
は
5
・
86
万
㌧
で
、ど
ち

ら
も
中
国
全
体
の
50
％
以
上
を
占
め

て
い
る
。毎
年
生
産
量
の
半
分
以
上
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
、ア
メ
リ
カ
と
いっ
た

先
進
国
に
輸
出
さ
れ
、年
間
輸
出
額
は

4
0
0
0
万
米
㌦
を
超
え
る
。

雲南省産の小粒コーヒーは世界でも高い評価を得ている

中
国
珈
琲
産
業
知
名
示
範
区
と
国
の

コ
ー
ヒ
ー
検
査
重
点
実
験
室
は
ど
ち
ら

も
普
洱
市
に
置
か
れ
て
い
る
。ま
た
沃
尔

咖
啡（V

olcafe

）、愛
伲
庄
園
、漫
崖
な

ど
地
場
系
コ
ー
ヒ
ー
豆
メ
ー
カ
ー
が
コ
ー

ヒ
ー
の
焙
煎
な
ど
の
工
程
を
こ
こ
で
行
っ

て
い
る
。ま
た
、ネ
ス
レ
、ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

と
いっ
た
世
界
的
コ
ー
ヒ
ー
企
業
も
普
洱

に
調
達
部
門
を
置
い
て
い
る
。

国
内
で
は
雲
南
省
の
ほ
か
、海
南
省
と

福
建
省
で
も
コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
し
て
い
る
。

消
費
昇
級
ト
レ
ン
ド
を
背
景
に

輸
入
高
級
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
売
上
増

輸
入
に
つ
い
て
は
、2
0
1
5
年
に
一

度
激
減
し
て
以
降
、こ
こ
4
年
は
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
。17
年
1
〜
11
月
期

の
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
量
は
11
万
㌧
。市
場
調

査
会
社
Q
Y
R
は
、20
年
に
12・4
万
㌧

に
達
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
は
、60
㌔
㌘
入
り

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
輸
入
量
に
つ
い
て
、10
年

間
の
平
均
成
長
率
が
2
％
以
下
な
の
に

対
し
、韓
国
は
こ
こ
数
年
、コ
ー
ヒ
ー
輸

入
量
が一定
の
伸
び
を
保
って
い
る
。し
か

し
、こ
れ
も
中
国
の
成
長
率
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。

（
図
2 

: 
2
0
1
4
〜
2
0
1
7
年

日
米
中
韓
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
輸
入
量
比
較
）

（
図
3 

: 
2
0
1
4
〜
2
0
1
7
年

日
米
中
韓
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
輸
入
量
の
伸
び
）

中国の輸入コーヒー市場は成長を持続
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イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
で
は
、ネ
ス
レ

の
シ
ェ
ア
が
最
も
大
き
い
。市
場
調
査
会

社
ユ
ー
ロ
モ
ニ
タ
ー
の
統
計
に
よ
る
と
、

2
0
1
7
年
の
ネ
ス
レ
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト

コ
ー
ヒ
ー
市
場
シェア
は
72・3
％
に
達
し
、

一般
大
衆
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
。ネスレは大衆コーヒー市場を独占

輸
入
ブ
ラ
ン
ド
で
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、

U
C
C
、ド
イ
ツ
の
格
蘭
特（Grandeo

）

も
比
較
的
健
闘
し
て
い
る
。

（
表
2 : 
中
国
の
主
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー

ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
）

イ
ン
ス
タ
ン
ト
が
大
多
数

ド
リ
ッ
プ
用
も
急
成
長

2
0
1
7
年
の
中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
消

費
は
25
万
㌧
近
く
に
達
し
て
い
る
。

中
国
産
業
研
究
院
の
統
計
に
よ
る

と
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
割
合
が

最
も
多
く
72
％
を
占
め
た
。以
下
、ド

リ
ッ
プ
用
コ
ー
ヒ
ー
18
％
、コ
ー
ヒ
ー
飲
料

10
％
と
続
く
。

（
図
5 : 
中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
市
場
シェア
）

インスタントコーヒーは 
コーヒー消費市場の72％を占めた

インスタントコーヒー 
ドリップ用コーヒー
コーヒー飲料

71.8%

18.1%

10.1%

【図5】中国のコーヒー消費市場シェア

出典：中国産業研究院

中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
市
場
規
模
拡
大
に

伴
い
、高
級
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。現
在
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
輸
入
す
る
低
価
格
の
豆
が
全

体
の
6
割
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、中
南

米
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
輸
入
量
も
、

10
年
前
の
10
％
以
下
か
ら
20
％
近
く
に

ま
で
増
え
て
い
る
。

価
格
面
で
も
、市
場
調
査
会
社
Q
Y
R

の
統
計
で
は
、2
0
1
4
〜
20
年
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
輸
入
額
の
平
均
成
長
率
が
9・

6
％
に
達
し
、割
高
で
も
よ
り
良
い
モ
ノ
を

求
め
る「
消
費
昇
級（
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
）」

ト
レ
ン
ド
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

（
図
4 : 
最
近
10
年
間
の
地
域
別
コ
ー
ヒ
ー

豆
輸
入
量
比
較
）
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【図4】最近10年間の地域別コーヒー豆輸入量比較

出典：品途智庫

■ 2007-2011 年　■ 2012-2015 年　■ 2016 年　■ 2017 年
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【図2】2014-2017年日米中韓コーヒー豆輸入量比較

出典：品途智庫

■ 中国　■ アメリカ　■ 日本　■ 韓国単位：千袋（1袋＝60kg）

中国 アメリカ
日本 韓国 

2014年 2015年 2016年 2017年 2020年E

26.10％

49.80％

17.20％
15.00％14.80％

10.00％ 11.00％ 12.00％ 10.00％

2.00％ 2.00％ 2.00％ 2.00％ 2.00％

0.50％ 0.50％ 0.50％ 0.50％ 0.50％

-5.90％

【図3】2014-2017年日米中韓コーヒー豆輸入量の伸び

出典：品途智庫

巻頭特集

【表2】中国の主なインスタントコーヒーブランド

ブランド 本社
所在地 産地 平均価格 

（元/500g）
ネスレ スイス 中国 30

マックスウェル アメリカ 中国 32
春光 中国 中国 20
後谷 中国 中国 20

雲南小粒咖啡 中国 中国 15
スターバックスVIA アメリカ 輸入 500

UCC 日本 輸入 300
Grandeo ドイツ 輸入 300
捷栄 香港 輸入 50

出典：公開データより作成

5



2
0
1
8
年
の
中
国
消
費
現
場
を

最
も
盛
り
上
げ
た
新
星（
ニュ
ー
ス
タ
ー
）

は
、間
違
い
な
く「
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー

（Luckin Coffee

・瑞
幸
咖
啡
）」だ
ろ

う
。ネ

ッ
ト
と
リ
ア
ル
を
融
合
し
た
オ
ム

ニ
チ
ャ
ネ
ル
概
念
の「
新
小
売（
ニュ
ー
リ

テ
ー
ル
）」を
、コ
ー
ヒ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に
取

り
入
れ
た
先
駆
者
的
存
在
の
地
場
系

コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド
、ラ
ッ
キ
ン

コ
ー
ヒ
ー
。登
場
と
と
も
に
驚
く
べ
き
勢

い
で
、一
線・二
線
級
都
市
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
層
に
浸
透
し
た
。

年
初
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
あ
ち
こ
ち
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
、「
这
一

杯
、誰
不
愛
？（
こ
の
１
杯
、嫌
い
な
人
い

な
い
よ
ね
？
）」と
い
う
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
目
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

洗
練
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
人
気
の
映

画
俳
優
、チ
ャ
ン・チ
ェン（
張
震
）と
タ
ン・

ウ
ェ
イ（
湯
唯
）が
、同
社
の
コ
ー
ヒ
ー
を

手
に
し
て
問
い
か
け
る
こ
の
広
告
は
、ハ

イ
ブ
ラ
ン
ド
な
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
。大
量

の
広
告
展
開
に
よ
り
、多
く
の
人
の
好

奇
心
を
呼
び
起
こ
し
た
。

ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
店
舗
を
多
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、ス

ラッキンコーヒーの広告イメージ

驚
異
的
ス
ピ
ー
ド
で

店
舗
網
を
拡
大

「
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
」

18
年
中
国
消
費
シ
ー
ン
の
新
星
現
る

企
業
研
究
　luckin coffee

新小売コーヒーの代表格「ラッキンコーヒー」
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１
年
で
1
4
0
0
店
超
オ
ー
プ
ン

新
小
売
コ
ー
ヒ
ー
が
大
躍
進

ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
は
2
0
1
8
年
1

月
に
テ
ス
ト
営
業
を
開
始
、そ
の
後
5
月

8
日
に
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

現
在（
18
年
10
月
末
時
点
）、北
京
、

上
海
、広
州
、西
安
、青
島
な
ど
全
国
21

都
市
に
1
4
0
0
店
あ
ま
り
を
展
開
、

瞬
く
間
に
中
国
国
内
第
二
の
コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
に
成
長
し
た
。

ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
が
登
場
す
る
前
に
、

中
国
の
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
頂
点
に
立
っ

て
い
た
の
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
と

コ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー
だ
っ
た
。

両
社
の
店
舗
数
は
、現
在
そ
れ
ぞ
れ

約
3
2
0
0
店
と
4
2
0
店
。こ
こ
ま

で
来
る
の
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
19
年
、コ

ス
タ
は
12
年
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）S
N
S
の
微
信

（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）の
朋
友
圏（
モ
ー
メ

ン
ツ
）に
も
大
量
の
広
告
投
入
が
始
ま
っ

た
。「

最
初
の
１
杯
無
料
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

惹
か
れ
、多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
が
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。無
料
の
コ
ー
ヒ
ー
を
求

め
て
最
寄
り
の
店
舗
に
殺
到
、あ
る
意
味

「
社
会
現
象
」と
いっ
て
も
過
言
で
は
な

い
現
象
を
生
み
出
し
た
。

「最初の１杯無料」 
キャンペーンは大成功

こ
れ
に
比
べ
て
、ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
店
舗

網
拡
大
は
想
像
を
絶
す
る
ス
ピ
ー
ド
で
、

常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
いって
も
い
い
ほ
ど

だ
。出

店
ス
ピ
ー
ド
だ
け
で
は
な
い
。ラ
ッ

キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
が
さ
ら
に
注
目
に
値
す

る
の
は
、同
店
の
経
営
モ
デ
ル
が「
新
小
売

（
ニュ
ー
リ
テ
ー
ル
）」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

て
い
る
点
だ
ろ
う
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
な
ど
従
来
型
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョッ
プ
が
店
内
に
座
席
を
設
け
、

コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
空

間
を
演
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、ラ
ッ
キ

ン
コ
ー
ヒ
ー
は
持
ち
帰
り
と
ネ
ッ
ト
出
前

（
デ
リ
バ
リ
ー
）の
み
。

ラッキンコーヒーは 
持ち帰りとネット出前のみ

注
文
か
ら
決
済
、商
品
の
配
送・受
取

ま
で
す
べ
て
ア
プ
リ
上
で
処
理
。ネ
ッ
ト

と
リ
ア
ル
の
融
合
を
特
徴
と
す
る「
新

小
売
」モ
デ
ル
を
、そ
の
ま
ま
体
現
し
て

い
る
。商
品
、価
格
、利
便
性
を
最
適
化
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
良
質
の

コ
ー
ヒ
ー
を
手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し

た
の
が
、そ
の
強
み
と
な
って
い
る
。

以
下
で
は
、こ
の「
新
小
売
」モ
デ
ル
で

注
目
の
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
具
体

的
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ア
プ
リ
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
核

一
杯
無
料
で
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル

ま
ず
、市
場
の
ポ
ジ
シ
ョニ
ン
グ
か
ら
見

て
み
よ
う
。

「
新
小
売
」の
要
素
が
満
載
の
ラ
ッ
キ

ン
コ
ー
ヒ
ー
だ
が
、そ
の
主
な
顧
客
層
は

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
若
年
消
費
者
。宣

伝
か
ら
実
際
の
販
売
ま
で
、オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
す
べ
て
ア
プ
リ
を
通
し
て
行
っ
て

い
る
。

主な顧客層は 
ホワイトカラーと若年消費者

こ
の
た
め
、当
初
の
課
題
と
な
っ
た
の

は
、い
か
に
消
費
者
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
せ
る
か
だ
っ
た
。そ
こ
で
、ラ
ッ

キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
は「
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」戦
略

を
採
用
。つ
ま
り
、ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
会
員
登
録
す
る
と
、無
料
で
コ
ー

ヒ
ー
を
贈
呈
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
。結
果
的
に
多
く
の
顧
客
獲
得
に
成

功
し
た
。

アプリはラッキンコーヒー
運営の鍵

全国21都市に1400店を展開、 
中国第二のコーヒーチェーンに

企業研究
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コ
ー
ヒ
ー
消
費
が
全
土
隅
々
に
ま
で
広

が
り
、成
熟
し
つつ
あ
る
中
国
。

筆
者
が
2
0
0
4
年
に
上
海
に
移

り
住
ん
だ
頃
は
、台
湾
系
の「
上
島
珈
琲

（
U
B
C
コ
ー
ヒ
ー
）」が
浦
東
の
自
宅

近
く
に
あ
る
程
度
。市
内
に
ま
だ
数
軒

し
か
な
か
っ
た
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー

を
求
め
て
、同
僚
と
さ
ま
よ
っ
た
記
憶
が

新
し
い
。

そ
れ
が
ほ
ん
の
十
数
年
で
、上
海
な
ど

大
都
市
ど
こ
ろ
か
内
陸
の
地
方
都
市
で

も
、ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
じ
め
多
く
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョッ
プ
を
目
に
す
る
の
が
当
た
り

前
と
な
っ
た
。

そ
の
急
成
長
す
る
コ
ー
ヒ
ー
市
場
で
、18

年
に
特
に
注
目
に
値
す
る
の
が
コ
ー
ヒ
ー

の「
ネ
ッ
ト
出
前（
デ
リ
バ
リ
ー
）」だ
。16

年
ご
ろ
か
ら一気
に
広
ま
っ
た「
餓
了
麽
」

や「
美
団
外
売
」な
ど
ネ
ッ
ト
出
前（
フ
ー

ド
デ
リ
バ
リ
ー
）ア
プ
リ
の
ブ
ー
ム
に
乗
り
、

コ
ー
ヒ
ー
も
ネ
ッ
ト
出
前
サ
ー
ビ
ス
が
若

者
た
ち
の
間
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。 

ネット出前（フードデリバリー）は、
今や中国人の日常生活に浸透

コ
ー
ヒ
ー
の
出
前
サ
ー
ビ
ス
と
聞
い

て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、18
年
に
入

り
勢
い
目
覚
ま
し
い「
ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー

（Luckin C
offee

・
瑞
幸
咖
啡
）」だ

ろ
う
。（
※
詳
細
は
今
号
10
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
）し
か
し
実
は
、コ
ー
ヒ
ー
専
門
の

ネ
ッ
ト
出
前
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
の
は
、

ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー
で
は
な
い
。15
年
に
運

営
を
ス
タ
ー
ト
し
た「
コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス

（Coffee Box

・連
珈
琲
）」だ
。

コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
後
、大
手
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
店
の
英
系
コ
ス
タ
コ
ー
ヒ
ー

も
ネ
ッ
ト
出
前
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
。美
団

外
売
や
餓
了
麽
な
ど
ネ
ッ
ト
出
前
ア
プ

リ
で
の
販
売
を
開
始
し
た
。

中
国
コ
ー
ヒ
ー
デ
リ
バ
リ
ー
、

新
旧
チ
ェ
ー
ン
が
争
奪

コ
ー
ヒ
ー
に
も
ネ
ッ
ト
出
前
旋
風
？

ト
レ
ン
ド
･
ウ
ォ
ッ
チ
　
コ
ー
ヒ
ー
出
前
サ
ー
ビ
ス

スターバックスもコーヒーのネット出前サービスを開始。写真はスターバックスの上海旗艦店
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マックカフェのネット出前 
コーヒーサービス 

「i麦珈琲外送」

こ
の
よ
う
に
新
興
チ
ェ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ド

だ
け
で
な
く
、既
存
の
大
手
チ
ェ
ー
ン
店

も
ネ
ッ
ト
出
前
と
い
う
パ
イ
の
争
奪
戦
に

躍
起
と
な
る
な
ど
、中
国
の
ネ
ッ
ト
出
前

コ
ー
ヒ
ー
市
場
は
、今
ま
さ
に“
戦
国
時

代
”の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

（
表
１
：
主
な
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
ネ
ッ
ト

出
前
サ
ー
ビ
ス
）

コーヒーのネット出前サービス
を中国で初めてスタートさせた

「コーヒーボックス（連珈琲）」

同
年
9
月
に
は
、マ
ク
ド
ナ
ル
ド
傘
下

の
マッ
ク
カ
フ
ェ
も
、同
じ
く
ネ
ッ
ト
出
前

ア
プ
リ
の
百
度
外
売（
17
年
8
月
に
餓

了
麽
が
買
収
）と
提
携
し
て
参
入
、香
港

系
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー（
太
平
洋
珈

琲
）も
17
年
に
出
前
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。2

0
1
8
年
に
は
、ラ
ッ
キ
ン
コ
ー
ヒ
ー

が
華
々
し
く
登
場
。コ
ス
タ
を
超
え
、一気

に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
次
ぐ
第
2
の
店
舗

網
を
有
す
る
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長

し
た
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
こ
れ
を
迎
え
撃
つ

形
で
、ア
リ
バ
バ
と
の
戦
略
提
携
を
発

表
。ア
リ
バ
バ
傘
下
の
ネ
ッ
ト
出
前
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム「
餓
了
麽
」を
活
用
し
た

ネ
ッ
ト
出
前
サ
ー
ビ
ス「
専
星
送
」を
ス

タ
ー
ト
。ス
タ
ー
バッ
ク
ス
が
ネ
ッ
ト
出
前

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
は
、中
国
が
世
界
初

と
な
っ
た
。

マ
ッ
ク
カ
フ
ェ
も
、同
年
10
月
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
ス
マ
ホ
）S
N
S
の
微
信

（
ウ
ィ
ー
チ
ャッ
ト
）内
の
ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
小
程
序
）を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
出
前

サ
ー
ビ
ス「
i
麦
珈
琲
外
送
」を
導
入
。

ま
ず
は
上
海
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

中
国
出
前
コ
ー
ヒ
ー
の
始
祖

コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
連
珈
琲
）

コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
連
珈
琲
）は
、

2
0
1
4
年
設
立
。当
初
は
ス
タ
ー
バッ

ク
ス
や
コ
ス
タ
な
ど
大
手
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
配
達
を
請
負
う
企
業
だ
っ
た
。15
年

に
業
態
を
変
更
。自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
、「
コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」と
し
て
、

ネ
ッ
ト
出
前（
デ
リ
バ
リ
ー
）サ
ー
ビ
ス
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。

提
供
す
る
の
は
出
前
サ
ー
ビ
ス
オ
ン

リ
ー
。店
内
は
座
席
が
な
く
、キ
ッ
チ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
み
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、注
文
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
す
べ
て
微

信（
ウ
ィ
ー
チ
ャッ
ト
）の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ア

カ
ウ
ン
ト
と
ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
小
程
序
）で

完
結
す
る
。自
社
ア
プ
リ
は
ま
だ
な
い
。コーヒーボックスの実店舗の様子

コーヒーボックスの微信
（ウィーチャット）ミニプロ
グラム（小程序）

2
0
1
8
年
7
月
時
点
で
、北
京
、

上
海
、広
州
、深
圳
の
人
気
商
圏
を
中
心

に
2
0
0
店
を
オ
ー
プ
ン
。ユ
ー
ザ
ー
数

は
3
0
0
万
人
超
、1
日
の
注
文
数
は

10
万
件
を
超
え
る
。

17
年
の
双
11（
11
月
11
日
・
独
身
の

日
）セ
ー
ル
で
は
、30
万
杯
を
売
り
上
げ

た
。こ
れ
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
1
0
0
0

店
の
1
日
の
売
上
に
相
当
す
る
。

豊
富
な
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

ギ
フ
ト
の
よ
う
な
配
達
ボ
ッ
ク
ス

ク
オ
リ
テ
ィ
に
重
点
を
置
く
ラ
ッ
キ
ン

コ
ー
ヒ
ー
に
比
べ
、コ
ー
ヒ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
ウ

リ
は
、次
々
と
展
開
す
る
新
商
品
の
豊

富
さ
と
い
え
る
。

一
般
的
な
ア
メ
リ
カ
ン
、ラ
テ
、モ
カ
な

ど
の
ほ
か
、防
弾
コ
ー
ヒ
ー
、ロ
ー
ズ
ラ
テ
、

オ
レ
ン
ジ
ラ
テ
な
ど
、奇
を
て
ら
っ
た
メ

ニュ
ー
も
発
売
。モ
ヒ
ー
ト
、シ
ェ
イ
ク
と

いっ
た
コ
ー
ヒ
ー
以
外
の
飲
料
も
扱
い
、新

し
い
モ
ノ
好
き
の
若
者
の
好
奇
心
を
刺

激
し
て
い
る
。

配
達
さ
れ
る
商
品
は
、再
生
紙
で
作

ら
れ
た
美
し
い
ボ
ッ
ク
ス
に
収
め
ら
れ

トレンド･ウォッチ

【表１】主なコーヒーチェーンのネット出前サービス
ブランド 開始時期 プラットフォーム

コーヒーボックス
（連珈琲） 2015年 餓了麽、美団外売

微信ミニプログラム
コスタコーヒー 2015年 餓了麽、美団外売

パシフィックコーヒー
（太平洋珈琲） 2017年 餓了麽、美団外売

ラッキンコーヒー
（瑞幸咖啡） 2018年 自社アプリ、微信ミニプログラム

スターバックス 2018年 自社アプリ、餓了麽

マックカフェ 2015年
2018年

百度外売（2015年）
微信ミニプログラム、餓了麽、美団外売（2018年）

出典：公開データより作成
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中
国
で
特
定
の
都
市
を
話
題
に
す
る

際
、そ
の
経
済
発
展
力
や
位
置
づ
け
を

理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が「
級
」

に
よ
る
ラ
ン
ク
付
け
だ
。例
え
ば
上
海

は一線
級
都
市
で
あ
り
、福
建
省
の
厦
門

（
ア
モ
イ
）は
二
線
級
都
市
に
属
し
て
い

る
。

上海は一線級都市の代表格二線級都市の厦門

実
は
、こ
の
級
に
は
正
式
な
基
準
が
あ

る
わ
け
で
は
な
く
、ど
の
都
市
が
ど
の
級

に
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
、意
見
が
分
か

れ
る
部
分
も
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、中

国
経
済
専
門
メ
デ
ィ
ア
大
手
の
第
一財
経

の
新
一
線
都
市
研
究
所
が
公
表
し
て
い

る「
中
国
都
市
商
業
魅
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
、最
も
権
威
あ
る
ラ
ン
ク
付
け
の
基
準

と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

同
ラ
ン
キ
ン
グ
は
2
0
1
3
年
に
ス

タ
ー
ト
。商
業
リ
ソ
ー
ス
の
集
中
度
や
、

都
市
の
ハ
ブ
機
能
、居
住
者
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
度
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、そ
し

て
将
来
的
な
発
展
性
の
5
つ
の
基
準
を

元
に
、全
国
の
地
級
以
上
の
都
市
を
ラ
ン

ク
付
け
し
て
い
る
。

区
分
は
上
か
ら一
線
級
、新
一
線
級
、二

線
級
、三
線
級
、四
線
級
、そ
し
て
五
線

級
と
な
って
い
る
。

（
図
1
：
中
国
都
市
商
業
魅
力
ラ
ン
キ
ン

グ
の
指
標
）

“
新
一
線
級
”ト
ッ
プ
は

消
費
の
都「
成
都
」

中
国
都
市
商
業
魅
力
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

都
市
研
究

上海は北京を抜き、一線級都市のトップになった
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市
、70
の
三
線
級
都
市
、90
の
四
線
級
都

市
、そ
し
て
1
2
9
の
五
線
級
都
市
が

含
ま
れ
る
。

珠海などの70都市は三線級都市に属している

特
に
、一線
級
と
新
一線
級
都
市
の
ラ
ン

キ
ン
グ
で
、大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
。

こ
れ
は
都
市
発
展
の
状
況
変
化
の
激
し

さ
や
、地
域
発
展
の
重
心
の
移
り
変
わ

り
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
表
1
：
2
0
1
8
中
国
都
市
商
業
魅
力

ラ
ン
キ
ン
グ 

一線
〜
三
線
級
都
市
リ
ス
ト
）

2
0
1
8
年
の「
中
国
都
市
商
業
魅

力
ラ
ン
キ
ン
グ
」は
、1
7
0
ブ
ラ
ン
ド
の

商
業
デ
ー
タ
、19
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
企

業
の
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
、デ
ー
タ
機
関
の

各
都
市
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
元
に
、中
国

国
内
3
3
8
都
市
に
対
す
る
ラ
ン
ク
付

け
を
行
って
い
る
。

ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
4
つ
の一
線
級
都
市
、

15
の
新
一
線
級
都
市
、30
の
二
線
級
都

【
一
線
級
都
市
】

ラ
ン
キ
ン
グ
に
異
変
が
…

「
北
上
広
深
」か
ら「
上
北
深
広
」に

ま
ず
、誰
も
が
知
る
一
線
級
都
市
の

ラ
ン
キ
ン
グ
。長
く
北
京
、上
海
、広
州
、

深
圳
の
順
だ
っ
た
の
が
、上
海
、北
京
、深

圳
、広
州
の
順
と
な
って
い
る
。中
国
人
の

間
で
広
く
使
わ
れ
固
有
名
詞
化
さ
え
し

て
い
る「
北
上
広
深
」と
い
う
言
葉
も
、

今
後
は「
上
北
深
広
」に
直
す
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。

各
都
市
の
指
数
は
上
海（
1
8
8
・

55
）、北
京（
1
8
6
・
62
）、深
圳

（
1
1
9・97
）、広
州（
1
1
9・67
）の

順
。過

去
一
位
に
立
ち
続
け
て
い
た
北
京

は
、人
材
ア
ピ
ー
ル
度
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

レ
ベ
ル
に
代
表
さ
れ
る
将
来
の
発
展
性

部
門
で
依
然
と
し
て
1
位
に
輝
い
て
い
る

が
、そ
の
他
は
全
て
上
海
の
後
塵
を
拝
し

て
い
る
。

（
図
2
：
一線
級
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
）

若者が集まる北京三里屯

上　海　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   188.55

北　京　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   186.62

深　圳 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   119.97

広　州 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   119.67

【図2】一線級都市ランキング

出典：2018 中国都市商業魅力ランキング

深
圳
は
、広
州
を
抜
い
て
第
三
位
と

な
っ
た
。特
許
の
数
で
例
年
ト
ッ
プ
に
立
っ

て
い
る
ほ
か
、G
D
P
で
も
2
0
1
7
年

に
2
兆
元
を
突
破
、広
州
を
追
い
抜
い

た
。

深センは広州を抜いて一線級都市の第三位となった。

商業リソース集中度 × 0.25

都市ハブ機能 × 0.20

居住者アクティブ度 × 0.17

ライフスタイル多様性 × 0.18

将来的な発展性 × 0.20

【図1】中国都市商業魅力ランキング算出基準

出典：2018 中国都市商業魅力ランキング

都市研究

【表1】 2018中国都市商業魅力ランキング 
一線～三線級都市リスト

一線級都市：4都市

上海、北京、深圳、広州

新一線級都市：15都市

成都、杭州、重慶、武漢、蘇州、西安、天津、南京、
鄭州、長沙、瀋陽、青島、寧波、東莞、無錫

二線級都市：30都市

昆明、大連、厦門、合肥、佛山、福州、ハルビン、
濟南、温州、長春、石家庄、常州、泉州、南寧、貴陽、
南昌、南通、金華、徐州、太原、嘉興、煙台、惠州、
保定、台州、中山、紹興、ウルムチ、濰坊、蘭州

三線級都市：70都市

珠海、鎮江、海口、揚州、臨沂、洛陽、唐山、呼和
浩特、塩城、汕頭、廊坊、泰州、濟寧、湖州、江門、
銀川、淄博、邯郸、芜湖、漳州、綿陽、桂林、三亜、
遵義、咸陽、上饒、莆田、宜昌、贛州、淮安、揭陽、
滄州、商丘、連雲港、柳州、岳陽、信陽、株洲、衡陽、
襄陽、南陽、威海、湛江、包頭、鞍山、九江、大慶、
許昌、新郷、寧德、西寧、宿遷、菏澤、蚌埠、邢台、
銅陵、阜陽、荆州、駐馬店、湘潭、滁州、肇慶、德陽、
曲靖、秦皇島、潮州、吉林、常德、宜春、黄岡

出典：2018中国都市商業魅力ランキング
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到
家
」が
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト（
中
国
語

名
：
全
家
、以
下
フ
ァ
ミ
マ
）と
の
提
携
を

発
表
し
た
。北
京
、上
海
、深
圳
、成
都

な
ど
の
都
市
で
2
1
2
店
舗
が
京
東
到

家
に
出
店
。一
部
店
舗
で
は
、24
時
間
配

送
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

中
国
電
子
商
取
引（
E
C
）大
手
の

京
東（
J
D
ド
ッ
ト
コ
ム
）傘
下
で
、各
地

の
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
提
携

し
、食
品
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
いっ
た
生

活
に
関
す
る
様
々
な
品
物
や
サ
ー
ビ
ス

を
宅
配
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
京
東

１時間以内の配送をアピールするファミマの「京東到家」広告

京東到家、美団外売、餓了麽の大手ネット出前（宅配）プラットフォームに対応

大
手
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
提
携
、巻
き
返
し
図
る

日
系
コ
ン
ビ
ニ
3
社

コ
ン
ビ
ニ
も“
宅
配
”が
当
た
り
前
の
時
代
に

中
国
コ
ン
ビ
ニ
最
前
線
レ
ポ
ー
ト

「近くて便利」をウリにするコンビニも、中国「出前・宅配（デリバリー）」の荒波に逆らえず

32



マーケティング

コミュニティ＆チーム

「養児防老（老後のために子供を
育てる）」は中国の伝統的な家族
概念で、子供が親の面倒を見るの
は当然と考えられてきた。しかし
こうした概念も変化し始めている。
新たにシルバー世代に入りつつあ
る50後と60後は社会への参加意

識が高く、退職後も社会との関係
を絶つことなく国内問題や国際情
勢にも関心を持ちつづけている。
ある調査によると、セカンドラ

イフの楽しみに「旅行」を挙げた
人が最も多く、中でも海外旅行の
人気が高い。自身の存在価値を示
す欲求も強く、退職後も地域での
サービス活動や高齢者のグループ

自らの個性とマッチするブランド・メッセージを見つけるやSNSでシェアし、「い
いね！」を押されることに喜びを感じる消費者たちと、その心理を巧みに捉え
て集客するSNS人気店“網紅店”─では、SNS人気店“網紅店”に共通す
る魅力と、消費者を“「いいね！」集め”に駆り立てるものは何か？　その手
掛かりは、シルバー世代や若年層のライフスタイルの変化にあった。

活動に積極的で、ボランティアに
も精力的に取り組んでいる。
この調査結果から、これからの

高齢者の多くは「コミュニティ型」
の生活を望んでいるといえる。一
方、「チーム型」も新しい老後ライ
フのコンセプトとなっている。仲の
良い友人と郊外や田舎に居住し、
互いに健康や精神状態を気遣うと
いうものだ。

自己表現としての消費

シルバー世代の変化と並行して、
若年層にも先鋭化している特徴が
ある。幼少期に貧しい生活を送り、

キ
ャ
ス
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

89

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
と

若
者
消
費
に
手
が
か
り

ご希望の方に会報誌サンプルを無料で送付。
お申し込みは下記サイトから。
http://www.cast-marketing.com会報誌『チャイナ・マーケット・インサイト』毎月発行

キャスト中国ビジネス「中国マーケティングEC会員コース」

「チーム型」老後ライフが新しいコンセプトに

1996年台湾大学政治学部国
際関係学科卒業、97年米シ
ラキュース大学広報修士課程

終了。その後、台湾地区大手PRエージェンシー、
台北 101ショッピングモール、米系シリアル大
手メーカー等を経て、05年からキャストコンサ
ルティングのマーケティングコンサルタント。

キャストコンサルティング
コンサルタント

蒋 佳玲

キャストコンサルティング（上海）
加施徳諮詢（上海）
┤上海市浦東新区浦東南路528号
　上海証券大厦北楼1404室 
┴021-6321-3000　
⊆http://www.cast-marketing.com/
┐service@cast-marketing.com

倹約家で理性的な消費行動の目立
つ70後から一転、80後以降の世
代は90後、95後、00後と世代
が新しくなるほど、消費行動に自
己表現の側面が強くなっている。
例えば90後は、北京大学市場・

メディア研究センターの研究結果
によると77.3%が自分の好き嫌
いを判断基準に買物をしている。
RET睿意徳の報告でも、90後の
半数以上が「好み」を優先して消
費し、価格等の重要度は低い。越
境ECプラットフォーム大手の網易
考拉が公表した「2017生活進化
白書」によると90後の約7割が世

間で人気の商品ではなく個性的な
マイナーブランドを好きと回答して
いる。
これが95後になると、フラン

スの女性誌「マリ・クレール」の
関連統計では、SNSに自分がつ
くったコンテンツをシェアした経験
を持つ人の比率は、80後と90後
の65%に対し95後は73%にのぼ
る。企鵝智庫の調査でも、購入商
品をネット上で紹介・コメント評
価した比率は95前の47%に対し
95後は50%、友人と情報をシェ
アした割合では95前の26%に対
し95後は36%と高い。より能動
的なアクションが増え、自己表現
に積極的になっている。
さらに00後は、オグルヴィ＆メ

イザーの「00後研究報告」による
とブランドに対する忠誠度が90後
より10%低く、アイドルの使うブ
ランドや流行、ネットで人気のブ
ランド等の変化に伴い、好きなブ
ランドもめまぐるしく移り変わる。
好んで購入しているジャンルは、
自身の趣味を誇示しやすいスマホ
や衣服、アイドル関連商品などだ。
「コミュニティ型」「チーム型」の
老後ライフを求める高齢層と、若
年層ほど自己表現欲が強くなる世
代間消費、これらの変化を総括す
ると、中国社会の下記の変化が読
み取れる。
「“自分＆自分たちの世界”を求
める心が強まっている」。

視覚的魅力の“正体”

以上を踏まえて、新型ティーハ
ウスと網紅店に目を戻そう。
友達に「いいね！」を押してもら

うことが喜び──そのために長時
間行列に並んででもメッセージ性

に富んだ網紅店を利用する──店
内空間はもとよりインテリアやお
洒落なテーブルなど、ちょっとした
魅力までもシェアする──こうし
た行動からは、「自分の感性と合
う環境を伝えたい＝間接的に“自
分の世界”を主張したい」→「“自
分の世界”に共鳴し合う仲間を見
つけたい」→「それによって、（他
者と違う）自分たちの世界に没入
したい」との心理が透けて見える。
大げさに言えば「異世界」であり、

スチームパンク、“良いお茶には欧
風ブレッド”、音楽館など、世界
観を打ち出した演出が人気の秘密
といえる。
ではなぜ今「異世界」が求めら

れているのか？
（分析連携：BizCHINA編集
長 石原達也）

網紅グルメはティーハウスだけではない。英国
BBC放送でも紹介された「阿大葱油餅」は、
昔ながらの上海ムードも行列を呼ぶ人気に

茶
館
と
網
紅
の
マ
ジ
ッ
ク 

③
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間で人気の商品ではなく個性的な
マイナーブランドを好きと回答して
いる。
これが95後になると、フラン

スの女性誌「マリ・クレール」の
関連統計では、SNSに自分がつ
くったコンテンツをシェアした経験
を持つ人の比率は、80後と90後
の65%に対し95後は73%にのぼ
る。企鵝智庫の調査でも、購入商
品をネット上で紹介・コメント評
価した比率は95前の47%に対し
95後は50%、友人と情報をシェ
アした割合では95前の26%に対
し95後は36%と高い。より能動
的なアクションが増え、自己表現
に積極的になっている。
さらに00後は、オグルヴィ＆メ

イザーの「00後研究報告」による
とブランドに対する忠誠度が90後
より10%低く、アイドルの使うブ
ランドや流行、ネットで人気のブ
ランド等の変化に伴い、好きなブ
ランドもめまぐるしく移り変わる。
好んで購入しているジャンルは、
自身の趣味を誇示しやすいスマホ
や衣服、アイドル関連商品などだ。
「コミュニティ型」「チーム型」の
老後ライフを求める高齢層と、若
年層ほど自己表現欲が強くなる世
代間消費、これらの変化を総括す
ると、中国社会の下記の変化が読
み取れる。
「“自分＆自分たちの世界”を求
める心が強まっている」。

視覚的魅力の“正体”

以上を踏まえて、新型ティーハ
ウスと網紅店に目を戻そう。
友達に「いいね！」を押してもら

うことが喜び──そのために長時
間行列に並んででもメッセージ性

に富んだ網紅店を利用する──店
内空間はもとよりインテリアやお
洒落なテーブルなど、ちょっとした
魅力までもシェアする──こうし
た行動からは、「自分の感性と合
う環境を伝えたい＝間接的に“自
分の世界”を主張したい」→「“自
分の世界”に共鳴し合う仲間を見
つけたい」→「それによって、（他
者と違う）自分たちの世界に没入
したい」との心理が透けて見える。
大げさに言えば「異世界」であり、

スチームパンク、“良いお茶には欧
風ブレッド”、音楽館など、世界
観を打ち出した演出が人気の秘密
といえる。
ではなぜ今「異世界」が求めら

れているのか？
（分析連携：BizCHINA編集
長 石原達也）

網紅グルメはティーハウスだけではない。英国
BBC放送でも紹介された「阿大葱油餅」は、
昔ながらの上海ムードも行列を呼ぶ人気に

茶
館
と
網
紅
の
マ
ジ
ッ
ク 

③

3

2018年7月号

2

2018年7月号 ※当コンテンツは「Whenever BizCHINA」掲載分を転載したものです。

都市別調査
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編集後記
今回の特集は中国のコーヒー事情を取り上げました。2004年に上海に移り住んだ頃は、街中でカフェを探すのすら一苦労。浦東の自宅近

くに台湾系の上島珈琲（UBCコーヒー）があった程度で、スターバックスコーヒーもまだ市内に数軒程度だった記憶があります。
 その後、スターバックスが店舗網を拡げていく中、英系コスタコーヒーや香港系パシフィックコーヒー（太平洋珈琲）も参入。14年頃には、

カフェベネ（caffe bene）やZOO COFFEEなど韓国系カフェブームもあり、中国全土でコーヒーを飲む習慣が一気に広がりました。
 中国各都市の消費現場を視察に訪れていますが、12年頃はまだ合肥（安徽省）や鄭州（河南省）など内陸の省都では、スターバックスなど

の大手カフェチェーンが未進出の状況。日本からのドリップバッグと魔法瓶が携帯必需品でした。都市やモールを視察する際にも、スターバッ
クスの出店の有無が当地の消費レベルを推し量る「試金石」にもなっていました。

 それが今やほとんどの主要都市の至るところにスターバックスがあり、どの店も多くの客で賑わっています。1999年に北京で第1号店を
オープンして以来、19年間で141都市に3300店舗を展開するまで拡大した同社は、中国の「カフェ文化」を築いた最大の功労者ともいえる
でしょう。

 もはや「向かうところ敵なし」状態のスターバックスですが、今年8月にアリババと提携して「新小売（ニューリテール）」カフェを始めると
のニュースが飛び込んできました。アリババ傘下のネット出前（フードデリバリー）サービス「餓了麽」と組んで、アプリで注文・配送をすると
のこと。

 すでに餓了麽や美団外売アプリから、スターバックスのコーヒーをオーダーできていましたし、別にわざわざ大々的に発表する必要がどこ
にあるのだろうと不思議がっていたのですが、実はその裏には同社が直面する「脅威」がありました。

 その正体は「ラッキンコーヒー」。18年に入り、エレベーター広告などで頻繁に目にした新興カフェチェーン。まさに新小売を体現した
「ネット出前カフェ」なのですが、同社がいかにしてスターバックスの危機感を煽るほどの存在にまで登りつめたのか。詳細について調査・
分析しました。（亀）

蒋佳玲
キャストコンサルティング（上海）有限公司
コンサルタント

1996年台湾大学政治学部国際関係学科卒業。
中国（台湾含む）でのマーケティング経験を20年以上有し、実務経験に基づいた日系企業の中国進出及びマーケティング・販売・
プロモーション戦略と実行のコンサルティング業務を行なう。
現在、中国全土をカバーする日本語ビジネス情報誌「WheneverBizCHINA」に都市別マーケティングレポートを連載中。

大亀浩介
キャストコンサルティング取締役

1996年早稲田大学政治経済学部卒業。台湾のIT企業などを経て、2004年弁護士法人キャスト入所。2005年キャスト 
コンサルティング入社、2007年取締役。会員制「キャスト中国ビジネス」事業を立ち上げたほか、在中国日系企業の事業戦略・運営
の支援や中国マーケティングのコンサルティングを行う。著書に『中国ネットビジネス成功へのポイント』（日本経済新聞出版社）の
ほか、日経MJ（流通新聞）でコラム「中国＆アジア商売見聞録」（2013～18年掲載）、「月刊コンビニ」で中国のコンビニ事情を
執筆。講演多数。
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キャスト中国市場調査サービスのご案内

中国市場攻略は             がすべてです！
キャスト中国市場調査サービスのご案内

中国市場攻略は             がすべてです！
　消費市場としてますます世界中から注目を集める中国。日本企業もモノづくりの拠点から販売先としての市場として取り組ま
なければならなくなっています。しかし、いざ中国で販売するとなると、どこで？だれに？どうやって？販売していくかわからない
まま悪戦苦闘しているのではないでしょうか？そんな日本企業を尻目に、欧米、台湾・韓国、ローカル系企業は売上を着実に
伸ばしています。この差は一体何なのでしょうか？
　それは「　　　」です。単なる情報の量だけでなく、真に必要な情報を収集、把握、分析してこそ、はじめて具体的な戦略と
行動プランが確立できるといえます。
　キャスト中国マーケティング事業部では、現地調査会社と協働しながら、これまで数多くの調査案件に携わってまいりました。
クライアントからの「これはさすがに無理かも？」といった情報や資料なども収集してきた実績がございます。ぜひお気軽に
ご相談・お問い合わせください。

東京：03-5405-7860（代） MAIL：service@cast-marketing.com 
まずはお気軽にお問い合わせください。
キャストコンサルティング

“情報力”“情報力”

調査業務内容

情報力

実績紹介
総合家電メーカー　競合社のウェブ・CRM戦略調査
高級腕時計販売会社　中国高級輸入腕時計マーケット調査
農業用フィルムメーカー　中国農業用フィルム及びパイプハウス調査
マスタバッチメーカー　中国マスタバッチ競合社・原料サプライヤー
実態調査
大気浄化装置メーカー　中国大気浄化装置事業展開の可能性調査
損保会社　火災保険に関する競合社ヒアリング調査
損保会社　団体保険制度に関する競合社ヒアリング調査
損保会社　商業医療保険に関する競合社ヒアリング調査
損保会社　家電延長保険に関する競合社ヒアリング調査
損保会社　海外旅行保険に関する競合社ヒアリング調査
電池負極材メーカー　電池負極材競合社調査

小　売
化　学
化　学

化　学
金　融
金　融
金　融
金　融
金　融
素　材

家　電

業界調査
自動車、流通、保険など各業界のリーディング企業で働く経
営層やマネージャーなどの関係者にインタビューを実施し、各
社の生産・販売状況及び目標、取引先、仕入れ・販売価格、コ
スト構造、流通販売網、人事・労務体系など内部情報をヒ
アリングし、業界全体の実態を把握できます。

実績紹介

企業調査
競合他社、取引先、出資候補先、不審業者など特定の企業に
スポットを当て、工商資料等に基づく登記・財務状況の把
握に加え、内部関係者からのヒアリングを通して、社内外の人
脈・人間関係、資産状況、取引先、人事制度、営業計画などご
要望に応じて調査可能です。

自動車部品システム開発会社　買収・提携相手企業（中国最大自動車
部品データベース会社）調査
健康食品メーカー　競合社の広告費の会計上の処理方式調査
食品加工会社　提携会社及び責任者の資金フロー調査
重電メーカー　投資対象会社の実態調査
物流会社　中国法人の個人株主に関する素行調査
雑誌出版社　提携会社財務実態調査
消費者金融ローン会社　買収対象会社の投資状況調査

食　品
食　品
電　機
物　流
出　版

I 　T

金　融

実績紹介

消費者調査
貴社の商品やサービスが中国市場でどれだけ受け入れら
れるか？その可能性は？どうやって販売？などの疑問を
探るため、実際に各地でターゲット消費者を集めてグ
ループインタビューを行います。上海、北京、広州だけでなく、成
都や西安など内陸や地方都市でも対応できます。

高級リゾート会社　日本観光ニーズ調査
航空会社　中国エアライン・ブランド認知調査
スキンケア会社　化粧品・健康食品市場及び商品テスト調査
広告代理店　女性向け情報発信サイトに対するニーズ調査
広告代理店　女性向け情報発信サイトターゲット消費者調査及び
コンセプトテスト
広告代理店　女性向け情報発信サイト使用感覚テスト
ヤングファッション誌出版社　子供向けファッション雑誌ターゲット
消費者調査
損保会社　中国火災・医療保険リテールマーケット消費者ニーズ調査

化粧品

金　融

観　光

出　版

航　空

メディア
メディア

メディア

実績紹介

営業先・代理店候補リスト作成
営業先や代理店などの候補となる企業を、地域や売上規模
などの選択基準に基づきリストアップします。日本企業
との取引実績や希望などを電話ヒアリングにより絞り込む
ことも可能です。

タッチパネルメーカー　透明タッチパネル代理店ロングリスト作成
商社　提携先・M&A可能対象ロングリスト作成

電　子
物　流

実績紹介

メディアクリッピング
中国内1,500の主要な新聞・雑誌、500のテレビ及びウェ
ブサイト・BBS・ブログ等から設定したキーワードに関連す
る記事をクリッピングし、定期的（毎日or毎週）にお届けし
ます。必要に応じて、タイトルや記事全文、サマリーなどの
日本語翻訳も対応可能です。

健康食品メーカー　中国食品・通信販売に関するニュースクリッピング食　品
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定額制ビジネスサポートサービス『キャスト中国ビジネス』

中国マーケティング・ＥＣ会員コース
http://www.cast-marketing.com/

中国市場徹底攻略！専門性の高い情報とコンサルティングの融合による、
スピーディで精緻なビジネスサポートを提供いたします。

「それが知りたかった！」にお応えする、キャスト独自のコンテンツラインナップ

中国マーケティング専門のコンサルタントが現地視察・取材を敢行！
・中国沿岸部から内陸の三・四線級都市まで網羅した「都市別レポート」
・各都市の80后・90后の家庭を訪問調査し消費動向を見据える「消費者研究」
・自動車、流通、食品など各業界のリーディング企業から読み解く「業界動向」
・中国で活躍する市場部マネージャー級人材への取材から把握する「実務の視点」
・統計データから中国市場・業界のいまと今後を知る「数字で見る中国」など 

マーケティングレポート　一例

当会員コースにご入会いただくと･･･

・香港系大手ドラッグストア「ワトソンズ（屈臣氏）」徹底研究
・外資系大手スーパー「カルフール」徹底研究
・大潤発に学ぶ中国市場攻略の方程式
・中国ネット通販最大手「淘宝」トップ店舗徹底研究
・ブルガリとセリーヌを徹底分析！中国奢侈品市場
・台湾系の85度C、中国で躍進のポイント　など

毎月20日発行、ウェブコンテンツを冊子形式に編集し、お手元に郵送いたします。（1・2月と7・８月は合併号となります）

クライアント様から、個別に受注する調査案件と同等レベルのクオリティです。

中国での調査・販売に関する各種相談に電話またはメールでコンサルタントが対応いたします。
また、業界・市場の実態や販売店リストなども、デスクリサーチ（ネット上での情報収集に限る）の範囲内であれば会費内で対応可。
（内容によっては、別途お見積もりを提示する場合がございます）

中国現地生情報をリアルタイムにレポート！
会報誌「チャイナ・マーケット・インサイト」が毎月届く！！

キャストコンサルティング株式会社　会員サービス事務局　TEL：03-5405-7860 
MAIL：service@cast-marketing.com  〒105-6234 東京都港区愛宕2-5-1 愛宕グリーンヒルズMORIタワー34階

個別調査案件レベルの量および質のコンテンツほか
精度の高い情報の数々が、24時間オンラインで閲覧可能！！

コンサルタントがビジネス相談に対応！！（メール・TEL）

この内容で、わずか月々50,000円/4,000元（税別）！！
ご契約は日本or中国いずれも可能。ご契約期間は1年単位で承っております。
・その他ご契約条件、利用規約等については、弊社ホームページご入会案内をご覧ください。

上海・北京・広州・成都・重慶・瀋陽・青島・
ハルビン・杭州・寧波・蘇州・南京・天津・長沙・
無錫・湖州・西安・武漢・鄭州・合肥・温州　など

掲載都市は随時更新中！！

都市別レポート　一例

中国の市場・消費者・
流通・小売・物流・都市・
業界などの情報が
盛りだくさん!!

中国の市場・消費者・
流通・小売・物流・都市・
業界などの情報が
盛りだくさん!!
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